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2024 年 6 月株主総会シーズン 

株主提案総括 

2024 年 11 月 

執筆者: 宇佐神 順、ネルス・ハンセン、朝山 志乃、ブレンダン・ハーヴィー、大西 絢子、神谷 万桜

子 

2024 年 6 月株主総会シーズン 株主提案総括 

 株主提案数は 2023 年 6 月総会シーズンに匹敵する件数、対象となった企業数は数年前に比べ高水準が続く 

 アクティビストからの株主提案は、バランスシート提案に加え、ガバナンス提案が増加傾向 

 不祥事を起こした企業の役員の再任に対する株主の厳しい判断 

1. 2024 年 6 月総会シーズンも株主提案数は高水準が続く1 

2024 年 6 月の株主総会シーズンになされた株主提案数は、国内上場企業 91 社に対して 385 件で、2023 年 6 月

期とほぼ同数であった。2021 年と比較すると、株主提案の対象となった企業数が 237%、株主提案総数が 63%

と大幅に増加している。提案数は昨年と変わらないものの、50%以上の支持を得た提案は 2023 年に 21 件であっ

たのに対し、今年は 4 件にとどまった。もっとも、支持率 30%以上の提案数は、昨年の 49 件から 68 件に増加

し、支持率 20％以上の提案数は、昨年の 107 件から 113 件に増加した。 
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今年の株主提案 385 件のうち、3 件は株式の売却または持ち合い解消を求めた (2023 年比 1 件増) 。46 件は特別

配当を求め (2023 年比 16 件増)、12 件は自社株買いを求めた (2023 年比 12 件減) 。97 件が取締役会の構成変更

を求め、2023 年の 58 件から急増した2。8 件は取締役報酬の変更を求めた。 

2. ダイドーの取締役会でストラテジックキャピタルが 3 議席を獲得、東洋証券の桑原社長が

株主総会の 1 時間前に退任を決定 

50%を超える支持を集めた株主提案は、昨年の 22 件から 4 件に減った。このうち 3 件は、伝統的なバランスシ

ート問題に重点を置くことで知られるベテラン投資家である丸木強氏が率いる日本のアクティビストファンド、

ストラテジックキャピタルがアパレル企業のダイドーリミテッドに提出したものだ3。ストラテジックキャピタル

は取締役候補を提案し、可決された 3 名についてはそれぞれ 51.73%、51.15%、50.70%の支持を得た4。ダイド

ーは 11 年連続で営業赤字を計上しており、32%の株式を保有するストラテジックキャピタルと経営再建をめぐ

って対立していた。7 月 4 日、ダイドーは本年定時株主総会で新たに選任された取締役 8 名で構成される取締役

会における議論の結論として、株主還元強化として一定期間内の配当の増額及び自己株式の取得を公表した5。ス

トラテジックキャピタルが翌日、ダイドーの全株式を売却したことが、7 月 12 日に提出された変更報告書で開示

されている6。 

本年６月総会シーズンにおいて、株主の支持率が最も高かった (57.3%) 株主提案は、UGS アセットマネジメン

トによる、東洋証券に対する特別配当を求める提案であった。もっともその実現には東洋証券の定款変更が必要

であり、会社法上、定款変更には 2/3 の賛成を要するため、同提案は可決されなかった78。とはいえ、東洋証券

は無傷で株主総会を終えることはできなかった。東洋証券は当初、桑原理哲社長を含む 8 名の取締役の選任を提

案していた。しかし、報道によると、アクティビストが 27%を保有する同社では、事前の議決権行使の状況から

桑原氏が選任されない見通しとなり、そのため同社は、定時株主総会当日に取締役候補者リストから桑原氏を撤

回することを余儀なくされた910。東洋証券は、選任された候補者の支持率も 50%から 51%と、会社提案の取締

役候補者としては注目すべき低い賛成率であった。 

日本における株主アクティビズムへの支持は、今期の定時株主総会シーズンの統計だけ見ると必ずしも明白でな

いものの、増加の傾向を示している。アクティビストファンドによる株主提案で 40%以上の支持を得たものは、

2022 年には全体のわずか 6%であったが、今年は 25%近くにのぼった。重要なのは、株主提案の可決は、日本に

おけるアクティビズムの成功を示す指標のうちの一つに過ぎないということである。日本において、アクティビ

ストが株主として上場企業に対し水面下で及ぼしている影響力は必ずしも明らかではないが、アクティビストが

長年株主である企業の動向を注視すると、一定の示唆が見て取れる。一例として、米国のアクティビストである

ダルトン・インベストメンツを 2017 年から株主に持つアイザワ証券は、今年 3 月期の年間配当を前期の 26 円か

ら 39 円に引き上げた。さらに、4 月には、2025 年 3 月期から 2028 年 3 月期にかけて、配当と自社株買いを合

わせて 200 億円以上の株主還元を行う計画を発表した11。 
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3. 東証から上場企業に対する業績改善(ROE 向上など)を求める圧力が続き、アクティビスト

は株主の強い支持が集まるバランスシート提案に引き続き注力 

東京証券取引所は 2023 年 3 月、プライム市場・スタンダード市場の全上場企業に対し、「資本コストや株価を

意識した経営の実現に向けた対応」を要請した (「本要請」)12 。報道によると、本要請後、64 社が、2023 年の

純利益が減少すると予想しつつも株主への資本還元を増加させた13。2024 年 1 月 15 日には、東証は、本要請へ

の対応に関する情報を開示した企業の一覧表を公表した。どの上場企業が対応しているかを投資家に周知し、他

の企業にも本要請への対応を促すことを期待するものである14。東証はさらに、毎月一覧表を更新するとも発表

した。 

他方、株主は企業に対し、配当性向の引き上げ要求や特別配当要求を行い続けている。配当に関する株主提案

は、今年は 52 件行われ、2023 年の 39 件から 33%増加した。一般的な可決要件である過半数の支持を得た株主

提案はなかったものの、35%以上の支持を得た提案が 7 件あった。支持率トップの提案 (43.73%) は UGS アセッ

トマネジメント(サンシャイン E 号投資事業組合) が佐田建設に株主資本配当率（DOE）6%を要求した提案であ

った。他にも、14 件の株主提案が 20%～35%の支持を得た。興味深いことに、今年は配当性向よりも特定の

DOE を要求する提案が増加した。昨年の上位 15 件の配当提案は、ほとんどが配当性向に焦点を当てており、特

定の DOE を要求したのはわずか 3 件であった。それに対し、今年は DOE 提案が上位 15 件のうち半分を占め

た。 

配当提案に関しては、アセット・バリュー・インベスターズとストラテジックキャピタルの 2 社が粘り強く提案

している。2023 年、アセット・バリュー・インベスターズは、支持率の高い二つの配当提案を提出した。配当

性向 70%の配当を求めたある企業への提案は 61.58%の支持率で承認され、エスケー化研への配当性向 30%の配

当を求めた提案は、35.14%の支持率で、配当提案として 4 位の支持率だった。アセット・バリュー・インベスタ

ーズは今年、エスケー化研に対してより積極的なアプローチを取り、配当性向の要求を 30%から 50%に引き上

げた15。はるかに高い目標にもかかわらず、この提案は 31.68%の支持を得ており、配当性向の向上に対する株主

の支持が高まる可能性がある16。 

持続的に活動をしているもう 1 つ注目すべき株主はストラテジックキャピタルである。ストラテジックキャピタ

ルは、今年、ダイドーで 3 名の取締役候補者を選任することに成功したのに加え、剰余金配当の提案においても

東亜道路工業と文化シヤッターに対する提案において、高い賛成率を獲得した。東亜道路工業に対する DOE 8%

の配当の提案は 19.54%の賛成17、文化シヤッターに対する配当性向 100%の提案は 26.14%の賛成18をそれぞれ

得ている。ストラテジックキャピタルは昨年も文化シヤッターに対して配当性向 100%とする同様の提案を 

(NAVF と共同で) 行った。昨年の 21.47%の支持率と比較すると、今年は 26.14%もの株主からの賛成を得て、勢

いが増しているように見える19。 

日本の株価のベンチマークである TOPIX には、簿価を下回る価格で取引されている企業が 47%も含まれている

が、欧州では 18.4%、米国では 4.8%に過ぎない20。引き続き、東証は日本の上場企業に対して、ROE を向上さ

せ、投資家に対する日本の株式市場の魅力を高めることを求めているが、東証の要請に応じて、余剰資金やその

他の資産を再投資して企業の成長を促進したり、配当を増やすことにより株価を上昇させて資本コストを削減し

たりするなど、より早い成長を目指す企業が増えるかどうかが注目される。 

4. 不祥事を起こした企業の経営陣に向けられる株主の厳しい態度 

取締役会の構成変更を求める株主提案は、、2023 年の 59 件から 2024 年には 97 件に増え、注目を浴びた不祥事

に直面した企業では特に顕著となった。例えば、株主提案事例ではないものの、阪急阪神の CEO 角和夫氏の取

締役再任議案に対する支持率は 57.45%と、今年最低だった21。これは、阪急阪神のグループに属する宝塚歌劇団

における、劇団員の事件の影響とみられている。 

2 年連続の最終赤字となったシャープは、株主総会の前日、株主総会決議後に呉柏勲氏が社長執行役員兼 CEO を

退任し、沖津雅浩氏が副社長執行役員から社長執行役員兼 CEO に昇格するとの役員人事を公表した22。報道によ

ると、株主から、液晶パネル事業の不振による 2 年間の赤字に加えて、株主総会の前日に社長の交代が公表され

るという異例の事態もあり、経営陣の経営責任を問う厳しい意見が相次いだ。呉氏及び沖津氏の取締役再任議案
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及び新任の社外取締役選任議案はいずれも可決されたものの、賛成率は 60%から 63%と、いずれも低いもので

あった23。 

シャープにも阪急阪神にも、伝統的な「物言う株主」はいないようだ。むしろ、自らが投資する企業の経営に積

極的に関与しようとする、いわゆる「一般的な株主」が、経営陣に対して厳しい判断を行ったことが背景にある

といえる。 

5. 環境に関する議案 

環境・気候関連の提案は、毎年提案されており、無視できない支持率を獲得しているが、このところの支持率下

落傾向が続いている。三菱 UFJ フィナンシャル・グループの定時株主総会では、株主提案による２議案は気候変

動関連議案であった24。(i)気候関連の事業リスクや事業機会を効果的に管理するための取締役の監督能力を備え

ているかにつき、株主が評価する上で必要な情報開示を求める定款変更議案に対しては、25.79%もの支持が集ま

った。(ii)顧客の気候変動移行計画に関し会社がどのように評価をするか情報開示を求める定款変更議案に対して

は、賛成は 18.38%に留まった25。三井住友フィナンシャルグループに対しても、同内容の２議案が株主提案とし

て提案された。同社においては(i)については 26.34%、(ii)については 24.21%の支持を集めた26。 

全体として、日本における環境に関する提案への支持は依然として弱い。2024 年の環境に関する提案に対する

平均支持率は 20%であった (2023 年の環境に関する提案に対する平均支持率の 18%をわずかに上回った。) 。さ

らに、これらの提案の大半は、Asia Shareholder Action、the Australasian Centre for Corporate Responsibility、

Corporate Action Japan を中心とした少数の気候変動活動家によるものである。日本における環境に関する提案

への支持の弱さは、環境に関する提案に対する世界的な支持の低下の一部であると考えられる。例えば、米国に

おけるすべての環境に関する提案に対する平均支持率は 16%であり、2023 年の 19%、2021 年の 30%から低下

している。27日本では、2020 年から 2024 年の間に環境に関する提案が可決されたことはない。この傾向が続く

のか注視したい。 

2024 年 6 月株主総会におけるアクティビストファンドによる株主提案一覧 

 
企業名 提案株主 議案 賛成比率 

1 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

定款一部変更(剰余金の配当等) 57.30 

2 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 51.73 

3 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 51.15 

4 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 50.70 

5 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 49.96 

6 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 49.90 

7 
東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

定款一部変更(PBR1 倍以上を目指

す計画の策定･開示)の件 

49.42 



 

 

[Client Alert | Newsflash] White & Case 5 

 
 

セットマネジメン

ト） 

8 
ダイドーリミ

テッド 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役 6 名の選任の件 48.96 

9 

東洋水産 日本グローバル・グ

ロース・パートナー

ズ・マネジメント 

(NHGGP) 

定款一部変更(開示)の件 48.66 

10 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

定款一部変更(不動産の賃貸及び

管理業務の削除)の件 

47.51 

11 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役 5 名選任の件 47.48 

12 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役 5 名選任の件 47.48 

13 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役 5 名選任の件 47.41 

14 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役 5 名選任の件 47.37 

15 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役 5 名選任の件 47.36 

16 

東洋証券 サンシャイン F 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

取締役の報酬減額の件 44.15 

17 
佐田建 サンシャイン E 号投

資事業組合 

剰余金の処分の件 43.73 

18 

三京化成 Black Clover Limited 資本ｺｽﾄや株価を意識した経営の

実現に向けた対応に関する開示に

係る定款変更の件 

43.00 
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19 
三京化成 Black Clover Limited 当社株式の大量買付行為への対応

策(買収防衛策)廃止の件 

43.00 

20 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 5 名選任の件 42.69 

21 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 5 名選任の件 41.98 

22 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 5 名選任の件 41.96 

23 
ウィザス Global ESG Strategy 定款第 38 条の削除の件(剰余金の

配当等の決定機関について) 

41.93 

24 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 5 名選任の件 41.87 

25 ウィザス Global ESG Strategy 買収防衛策の廃止の件 41.85 

26 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 取締役 5 名選任の件 41.82 

27 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 取締役 5 名選任の件 41.82 

28 

天馬 LIM Japan Event 
Master Fund 

定款一部変更(取締役(社外取締役

および非業務執行取締役を除く｡)

報酬の個別開示)の件 

41.72 

29 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 取締役 5 名選任の件 41.30 

30 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 取締役 5 名選任の件 41.28 

31 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 取締役 5 名選任の件 41.28 

32 三京化成 Black Clover Limited 剰余金の処分の件(現物配当) 40.70 

33 
日本高純度化

学 

HIBIKI PATH VALUE 
FUND 

定款一部変更の件(剰余金の配当

等の決定機関) 

39.99 

34 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役の個人別の基本報酬額

決定の件 

39.16 

35 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役に対する譲渡制限付株

式の付与のための報酬決定の件 

39.06 

36 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 代表取締役 1 名解任の件 38.17 

37 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 4 名解任の件 38.15 
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38 
天馬 LIM Japan Event 

Master Fund 
剰余金の処分の件 38.15 

39 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 4 名解任の件 38.15 

40 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 4 名解任の件 38.04 

41 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 5 名選任の件 38.03 

42 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役 4 名解任の件 38.02 

43 
北越コーポレ

ーション 

Oasis 社外取締役の個人別固定報酬額決

定の件 

37.60 

44 
日産車体 ストラテジックキャ

ピタル 

少数株主保護委員会の設置に係る

定款変更の件 

35.40 

45 
ウィザス Global ESG Strategy 定款第 18 条の削除の件(買収防衛

策の導入等の条文削除について) 

33.82 

46 

文化シャッタ

ー 

ストラテジックキャ

ピタル 

代表取締役に対する業績連動報酬

及び株式報酬に報酬開示条件を追

加する件 

33.06 

47 

ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(買収防衛策

の創業者関係者らへの適用につい

て) 

33.01 

48 
エスケー化研 AVI JAPAN 

OPPORTUNITY 
TRUST  

剰余金の処分の件 31.68 

49 
エスケー化研 AVI JAPAN 

OPPORTUNITY 
TRUST  

定款一部変更の件 31.54 

50 

コメリ Northern Trust (日本

バリュー・インベス

ターズ） 

定款一部変更(剰余金の配当等の

決定機関)の件 

31.45 

51 
ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(剰余金の配

当方針について) 

31.31 

52 
ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(取締役によ

る株主との面談対応について) 

31.21 

53 

京成電鉄 Palliser Capital 
Master Fund 

定款一部変更(資本配分政策の策

定及び投資有価証券の管理に関す

る規定の新設)の件 

29.89 
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54 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(取締役報酬の個別

開示)の件 

29.75 

55 
文化シャッタ

ー 

ストラテジックキャ

ピタル 

資本ｺｽﾄを下回る政策保有株式の

開示に係る定款変更の件 

29.73 

56 
東京コスモス

電機 

Global ESG Strategy 剰余金処分の件 29.38 

57 
ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(連結子会社

の取締役の就任制限について) 

28.99 

58 
ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(取締役の選

任基準について) 

28.97 

59 

ウィザス Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(同業他社の

取締役又は役員経験者の取締役及

びﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄへの就任制限について) 

28.92 

60 
淀川製鋼所 ストラテジックキャ

ピタル 

剰余金の配当等の決定機関に係る

定款変更の件 

28.86 

61 

大日本印刷 マネックス・アクテ

ィビスト・マザーフ

ァンド 

取締役選任の件 27.70 

62 
きんでん HIBIKI PATH VALUE 

FUND 
剰余金処分の件 26.70 

63 
東京コスモス

電機 

Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(取締役によ

る株主との面談対応について) 

26.66 

64 

トランスコス

モス 

Northern Trust (日本

バリュー・インベス

ターズ） 

定款一部変更(自己株式の消却)の

件 

26.62 

65 
東京コスモス

電機 

Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(剰余金の配

当方針について) 

26.60 

66 
文化シャッタ

ー 

ストラテジックキャ

ピタル 

剰余金処分の件 26.14 

67 
石原ケミカル Nippon Active Value 

Fund 
自己株式取得の件 23.72 

68 

戸田建設 ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

自己株式取得の件 23.68 

69 熊谷組 Oasis 剰余金処分の件 22.90 

70 
石原ケミカル Nippon Active Value 

Fund 
社外取締役の員数に関する定款変

更の件 

22.74 



 

 

[Client Alert | Newsflash] White & Case 9 

 
 

71 

東洋水産 日本グローバル・グ

ロース・パートナー

ズ・マネジメント 

(NHGGP) 

定款一部変更の件(子会社の管理) 21.97 

72 

東洋水産 日本グローバル・グ

ロース・パートナー

ズ・マネジメント 

(NHGGP) 

取締役の報酬額改定及び取締役

(社外取締役を除く)に対する報酬

比率及び譲渡制限付き株式の割当

てのための報酬決定の件 

21.81 

73 日本化学産業 ESG 投資事業組合 剰余金の処分に係る定款変更の件 21.73 

74 
ナガホリ リ・ジェネレーショ

ン 

剰余金の処分の件 20.80 

75 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
剰余金の処分の件 20.57 

76 
文化シヤッタ

ー 

ストラテジックキャ

ピタル 

資本ｺｽﾄを下回る政策保有株式の

処分に係る定款変更の件 

20.02 

77 

東洋水産 日本グローバル・グ

ロース・パートナー

ズ・マネジメント 

(NHGGP) 

剰余金処分の件 19.69 

78 
東亜道路工業 ストラテジックキャ

ピタル 

剰余金の処分の件 19.54 

79 
極東開発工業 ストラテジックキャ

ピタル 

剰余金処分の件 19.32 

80 日本化学産業 ESG 投資事業組合 買収防衛措置に係る定款変更の件 19.08 

81 日本化学産業 ESG 投資事業組合 別途積立金取崩しの件 18.69 

82 
文化シヤッタ

ー 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役に対する報酬にｸﾛｰﾊﾞｯｸ条

項を追加する件 

18.51 

83 
淀川製鋼所 ストラテジックキャ

ピタル 

自己株式の消却に係る定款変更の

件 

18.31 

84 

トランスコス

モス 

Northern Trust (日本

バリュー・インベス

ターズ） 

自己株式の消却の件 18.17 

85 

ヤマト サンシャイン E 号投

資事業組合（UGS ア

セットマネジメン

ト） 

剰余金の処分の件 17.51 

86 
日本化学産業 ESG 投資事業組合 政策保有株式の売却に係る定款変

更の件 

17.28 
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87 
淀川製鋼所 ストラテジックキャ

ピタル 

株主優待制度に係る定款変更の件 17.19 

88 

日本発条 ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

譲渡制限付株式報酬制度に関する

報酬額承認の件 

16.82 

89 日邦産業 Global ESG Strategy 剰余金処分の件 15.76 

90 
大阪製鐵 ストラテジックキャ

ピタル 

定款一部変更(取締役の員数等)の

件 

15.37 

91 
日邦産業 Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(剰余金の配

当方針について) 

14.86 

92 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
自己株式の取得の件 14.84 

93 

住友電設 マネックス・アクテ

ィビスト・マザーフ

ァンド 

剰余金処分の件 14.73 

94 
日邦産業 Global ESG Strategy 定款の一部変更の件(取締役によ

る株主との面談対応について) 

14.57 

95 
大阪製鐵 ストラテジックキャ

ピタル 

定款一部変更(PBR1 倍以上を目指

す計画の策定及び開示)の件 

14.51 

96 

京阪神ビルデ

ィング 

ストラテジックキャ

ピタル 

取締役に対する株価条件型譲渡制

限付株式付与のための報酬決定の

件 

14.03 

97 

東洋水産 日本グローバル・グ

ロース・パートナー

ズ・マネジメント 

(NHGGP) 

自己株式の取得の件 13.97 

98 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(政策保有株式の目

的の検証と結果の開示)の件 

13.68 

99 
空港施設 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(取締役報酬の個別

開示)の件 

12.97 

100 

大阪製鐵 ストラテジックキャ

ピタル 

定款一部変更(温室効果ｶﾞｽ排出量

削減に係る事業計画の策定及び開

示)の件 

12.96 

101 リンナイ Dulton 自己株式取得の件 12.54 

102 
大阪製鐵 ストラテジックキャ

ピタル 

剰余金の配当(特別配当)の件 12.40 
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103 
淀川鋼製鋼所 ストラテジックキャ

ピタル 

PBR1 倍以上を目指す計画の策定

及び開示に係る定款変更の件 

12.34 

104 
フクダ電子 Japan Absolute Value 

Fund 
取締役 2 名選任の件 12.06 

105 

大阪製鐵 ストラテジックキャ

ピタル 

定款一部変更(日本製鉄株式会社

への預け金又は貸付金による資金

提供の禁止)の件 

11.97 

106 
フクダ電子 Japan Absolute Value 

Fund 
取締役 2 名選任の件 11.73 

107 

ハウス食品グ

ループ 

ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

社外取締役の構成に関する定款変

更の件 

11.67 

108 
フクダ電子 Japan Absolute Value 

Fund 
社外取締役の報酬上限額撤廃の件 11.57 

109 

ハウス食品グ

ループ 

ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

自己株式取得の件 10.10 

110 
日本精化 Nippon Active Value 

Fund 
自己株式取得の件 9.88 

111 
トヨタ自動車 Kapitalforeningen MP 

Invest 
定款一部変更の件 9.17 

112 
京阪神ビルデ

ィング 

ストラテジックキャ

ピタル 

修正 PBR1 倍以上を目指す計画の

策定及び開示に係る定款変更の件 

9.14 

113 
空港施設 LIM Japan Event 

Master Fund 
剰余金の処分の件 8.24 

114 日本化学産業 ESG 投資事業組合 剰余金を処分する件 7.80 

115 

上村工業 ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

定款変更の件 7.71 

116 
空港施設 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(政策保有株式の目

的の検証と結果の開示)の件 

7.35 

117 

上村工業 ロンシャン・SICAV

（ダルトン・インベ

ストメンツ・イン

ク） 

自己株式取得の件 7.31 

118 
空港施設 LIM Japan Event 

Master Fund 
自己株式の取得の件 7.04 
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119 
わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

別途積立金取崩しの件 6.91 

120 
フクダ電子 Japan Absolute Value 

Fund 
取締役の報酬額改定の件 6.47 

121 

わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

資本ｺｽﾄや株価を意識した経営の

実現に向けた対応の開示に関する

定款一部変更の件 

6.16 

122 
わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

剰余金処分の件 5.88 

123 
わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

有価証券報告書の定時株主総会前

提出に関する定款一部変更の件 

5.62 

124 

わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

政策保有株式にかかる温室効果ｶﾞ

ｽ排出量持分に関する定款一部変

更の件 

5.47 

125 

わかもと製薬 ナナホシマネジメン

ト 

実験動物の動物別購入頭数の開示

を定款目的事項へ追加する定款一

部変更の件 

5.31 

126 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(政策保有株式の売

却)の件 

4.58 

127 
八十二銀 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(国内基準行への転

換)の件 

3.56 

128 

空港施設 LIM Japan Event 
Master Fund 

定款一部変更(日本航空株式会社

又は ANA ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社か

らの天下りの禁止)の件 

2.98 

129 
空港施設 LIM Japan Event 

Master Fund 
定款一部変更(政策保有株式の売

却)の件 

2.64 
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